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Ａ３出力時は、表記縮尺の倍です。
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【 施工手順 】
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【 施工手順 】
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番号 損傷の種類 部材名 W(m) L(m) A(m )2N(箇所)t(m) V(m )3
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(鉄筋錆がある場合は発錆範囲＋D1まではつり出す)

2.錆が鉄筋の裏面まで達する場合は、鉄筋防錆材塗布が可能な深さD2まで、はつりとる

3.鉄筋は、ワイヤーブラシ等で錆を除去し、鉄筋防錆材を塗布する
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Ａ３出力時は、表記縮尺の倍です。
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【 施工手順 】
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Ａ３出力時は、表記縮尺の倍です。
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Ａ３出力時は、表記縮尺の倍です。
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Ａ３出力時は、表記縮尺の倍です。


